
第３回 ごみゼロカフェ 開催報告

第３回 ごみゼロカフェ 開催概要
【 日 時 】３⽉６日（日）９︓45〜11︓30
【 会 場 】川崎市総合自治会館
【 参加者 】１9名
【 内 容 】整理・収納の考え⽅を学び、普段の自分の⾏動やモノに対する考え⽅を⾒直す、

ごみゼロの暮らしにつながる講演とワークショップでは整理を疑似体験できる
カードを使ったワークを実施

＜講師＞
整理収納アドバイザー1級

太田 絵美さん

太⽥さんから、整理・⽚づけの定義の解説をはじめ、整
理・⽚づけを意識することで得られる数々の効果について、
講義いただき、後半では、グループに分かれ、日々の生活
における整理収納を疑似体験できる、カードを⽤いたワー
クショップを⾏いました。

参加者は、講義やワークショップでの太⽥さんの整理整
頓に関する講義やアドバイスを真剣に聞き入っており、開
催終了後には、早速家に帰って整理整頓を始めよう︕とい
う参加者からの声もありました。

ごみゼロの暮らしにつなげる

お片づけ講座
日々の生活の中で、⾐類や日⽤品、⾷材などを必要以上に購入し、⼀度も使⽤しないで廃棄

したり、収納場所に困ったりしてしまうことはありませんか︖今回のごみゼロカフェでは、整
理収納アドバイザーの太⽥絵美さんをお招きし、講演やワークショップを通じて、ごみをなる
べく出さない、「ごみゼロの暮らし」をテーマに、普段の自分の⾏動やモノに対する考え⽅や
⽚づけの“きほん”を学びました。



「分ければ資源、混ぜればごみ」

ごみを出す際は、正しい品目で決められた曜
日にルールを守って出すことが⼤切です。

太⽥さん自身、ミックスペーパーとプラス
チック製容器包装の分別が正しい分別がされて
いない状況をよく目にするようです。資源物で
あるミックスペーパーやプラスチック製容器包
装の6割が分別されずに燃やされてしまってい
る現状もあるため、きちんと分別をし、資源化
することがとても⼤事です。「分ければ資源、
混ぜればごみ」を心がけてください。

分別に迷ったときは、川崎市が作製している
「資源物とごみの分け⽅・出し⽅」の冊子や
「川崎市ごみ分別アプリ」を活⽤するととても
便利です。

「整理・収納」と聞くと、⼀⾒、ごみとして出すことに意識が向いてしまうかと思います。
たしかに整理収納を⾏うと⼀時的にはごみが増えてしまいますが、⻑い目で⾒ると、必要
なもの以外は購入しないなど、ごみは減っていくものと考えることができます。

整理・⽚づけは、モノを捨てることではなく、
整理はモノを選ぶこと、片づけは片を付けること

整理・⽚づけを心がけていくと、モノに対する考え⽅が変わっていきます。
例えば、家の冷蔵庫の中を把握しないでスーパー等で買い物をすると、「そういえばこ

れ、この前も買っていた。」とうっかり二重買いをしてしまうことがありますが、整理・
片づけを心がけることで、しっかりと在庫管理をすることができ、二重買いや消費・賞味
期限切れによる⾷品の廃棄等を防ぐことができます。また、モノを購入する際に自宅にあ
るもので代⽤できないか、購入後に⻑く使い続けられるだろうか等も考えるようになり、
自分でこだわりを持ってモノを購入するようになります。また整理・⽚づけにより、気持
ちに余裕が生まれ、モノを手放すときも、ただ捨てるというだけでなく、フリマアプリや
リサイクルショップを活⽤する選択肢も生まれます。

太⽥さんが実際に整理収納アドバイザーとしてお客様の家庭の⽚付けに⾏かれた時、
取っておいた⽸詰が真っ⿊に変⾊していたり、引き出物でもらったタオルがシミだらけに
なって出てきたという事例もあったそうで、「いつか使うかも︖」という考え⽅は、でき
るだけ避けた⽅が良い、と太⽥さんはおっしゃっていました。

ごみの正しい分別を知ってる？

整理･収納 = モノを捨てること？



「整理」「収納」「整頓」
どれも同じような⾔葉が並んでいるイメージですが、

整理とは、不必要なものを取り除くこと
収納とは、モノを片づけ、しまうこと
整頓とは、よく整った状態にすること

という意味合いをそれぞれ持ち、“⽚づけ”は上記の３つに分けられます。
特に整理については、太⽥さんが整理収納アドバイザーとしてお客様の現場で作業する時
間の約8割を充てるほどとても重要だとおっしゃっていました。また、整理を始める前に、
まずは整理したいモノを全部洗い出してみることが、全体の量や嗜好が目に⾒えて確認で
きるため、とても効果的だと教えていただきました。

自分を基準にして必要なモノだけ選ぶことが何よりも⼤事で、やむを得ず捨てるモノが
発生した際は、モノに感謝しつつ適切に処分するようにしましょう。

整理･収納の き･ほ･ん

実践！片づけカードワーク

身近にあるモノの写真と説明が書かれ
たカードを使って、使⽤頻度、収納場所、
商品の状態などの観点から、捨てる、捨
てない等、カードをどのように仕分ける
とうまく家庭内での⽚づけができるよう
になるかを考えるワークショップを⾏い
ました。

⼈によって、モノに対する価値観が異
なることから、仕分け作業では参加者⼀
同悩んでいる様子もある⼀⽅で、普段各
家庭でどのような使い⽅や処分をしてい
るのか、情報交換の場にもなり、ワーク
ショップを通じて、新たな知識等を学ぶ
だけでなく、⽚づけの工夫等を共有する
こともできました。

「モノを使ったら元に戻す習慣を忘れずに」は当たり前の⾔葉かもしれませんが、意
識的に実践し続けることで、考えなくても自然と⾏動できるようになります。
モノが溢れ、流⾏がめまぐるしく変化する世の中ですが、 私たち消費者がモノを選ぶ
際、いかに⻑く使うか、使えるかを考えて⾏動することが求められます。国連が提唱
する「持続可能な開発目標」（SDGs）の目標12「つくる責任つかう責任」にも直結
することですので、⼀⼈ひとりの意識改⾰がとても⼤事です。

習慣・意識を身に付けて、ごみゼロ生活を目指そう！



●「ごみゼロカフェ」は、様々な市⺠が施設⾒学や講師からのお話を通して、ごみ
の減量化・資源化について考えるイベントです。年３回開催します。カフェのよ
うにくつろぎながら意⾒交換し、ごみ減量のアイデアを出し
ていきます。

●ごみゼロカフェで、ワークショップの進⾏や受付など運営のお手伝いをする
「ごみゼロカフェサポーター」になりませんか︖

●サポーターの詳細案内や登録はホームページからお願いします。

「ごみゼロカフェサポーター」になりませんか︖

川崎市ごみゼロカフェ 検索

＜お問い合わせ＞
川崎市環境局生活環境部減量推進課

E-mail︓30genryo@city.kawasaki.jp TEL︓044-200-2580 FAX︓044-200-3923

第３回ごみゼロカフェ

参加者の声


